
「化
身
土
巻
」

に
お
け
る
信
仰
批
判

の
課
題

―『観
経
疏
』

「散
善
義
」

の
文

を
手

が
か
り
と
し
て
―

は
じ
め

に

本
稿

の
目
的
は
、
親
鸞

が

『教
行
信
証
』

「化
身
土
巻
」
に
引
用
し

た

『観

経
疏
』
「散
善
義
」
の
文
を
通
し
て
、
「化
身
土
巻
」
に
お
け
る

信
仰

(信
心
)
批
判
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
善
導
の
文
は
、
『大
経
』
と

『観
経
』

の
三
心

の
一
異
、
お
よ

び
、
『大
経
』
と

『観
経
』
の
三
心
と

『小
経
』
の
一
心
と
の
一
異
を
問

う
自
釈

の
後
に
位
置
し
て
お
り
、
直
接

に
は
、
そ
の
問
答
中
に
説
か
れ

る
顕
彰
隠
密
の
義
を
明
証
す
る
釈
文
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

文
は
、
「散
善
義
」
の

「三
心
釈
」

「至
誠
心
釈
」
「深
心
釈
」
「回

向
発
願
心
釈
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
、
「乃
至
」
に
よ
っ
て
切
り
結

ぼ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

「乃
至
」
さ
れ
た
文
は
、
二
、
三
の
重

複
箇
所

は
あ
る
も
の
の
、
真
実
信
を
証
明
す
る
論
拠
と
し
て

「信
巻
」

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上

の
対
応
関
係
か
ら
、
「散
善
義
」
の
文
は
衆
生

の
信
心
を
明
ら

か
に
す
る
証
文
と
し
て
、
「化
身
土
巻
」
と

「信
巻
」
に
分
け
て
配
置

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
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第

一
号

平
成
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七
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二
月

伊

東

恵

深

さ

れ

て

い
る

と
言

う

こ

と

が

で

き

よ

う
。

そ

こ

で
、

こ
れ

ら

の
引

文

の

意

味

内

容

や

前

後

の
文

脈

と

の
関

係

を
尋

ね

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

親
鸞

が

「化

身

土

巻

」

で
論

じ

る
衆

生

の
信

心

の
問

題

に

つ
い

て
考

究

し

て

み
た

い
。一

、

至

誠

心

釈

ま
た
真
実

に
二
種
あ
り
。

一
に
は
自

利
真
実

、

二
に
は
利
他

真
実
な

り
。
自

利
真

実
と
言
う

は
、
ま

た
二
種

あ
り
。

一
に
は
真
実
心

の
中

に
自

他

の
諸
悪

お
よ
び
穢

国
等
を
制
作

し
て
、
行
住
座

臥
に

一
切
菩
薩

の
諸

悪
を
制
捨
す

る

に
同

じ
く
、
我
も
ま
た

か
く

の
ご
と
く
せ
ん
と
想
う

な
り
。

二
に

は
真
実
心

の
中

に
、
自

他
凡
聖
等

の
善

を
懃
修

す
。
真
実
心

の
中

の
口
業

に
、
彼

の
阿

弥
陀

仏
お
よ
び
依
正

二
報

を
讃
嘆
す
。
ま
た
真
実
心

の
中

の
口
業

に
、

三
界

六
道
等

の
自
他
依
正

の
二
報

苦
悪

の
事
を
毀

厭
す
。

ま
た

一
切
衆
生

の
三
業

所
為

の
善

を
讃
嘆

す
。

も
し
善
業
に
あ
ら
ず

は
、
敬
ん

で
こ
れ
を
遠
ざ

か
れ
、

ま
た
随
喜

せ
ざ
れ
と
な
り
。
ま
た
真

実
心

の
中

の
身
業
に
、
合
掌

し
礼
敬

し
、

四
事

等
を
も

っ
て
、
彼

の
阿
弥
陀
仏

お
よ
び
依
正

二
報

を
供
養
す
。

ま
た
真

実

心

の
中

の
身
業

に
、

こ

の
生
死
三
界
等

の
自
他

の
依

正

二
報
を
軽
慢

し
厭
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捨
す
。
ま
た
真
実
心

の
中

の
意
業

に
、
彼

の
阿
弥
陀
仏

お
よ
び
依
正

二
報
を

思
想

し
観
察

し
憶
念
し

て
、
目

の
前

に
現
ぜ
る

が
ご

と
く
す
。
ま
た
真
実
心

の
中

の
意
業

に
、
こ
の
生
死

三
界
等

の
自
他

の
依
正

二
報

を
軽
賎

し
厭
捨
す
、

と
。

(『
定
親
全
』

一
、

二
八
○

・
二
八

一
頁
)

こ

の

「化

身

土

巻

」

に

引

用

さ

れ
た

文

は
、

衆

生

の
自

利

の
真

実

に

つ

い
て
定

義

し

て

い

る
。

一
つ
に

は
、

真

実

心

を

も

っ
て
、

菩

薩

達

の

よ

う

に
自

他

の
諸

々

の
悪

お

よ
び
穢

れ

た

世

界

へ
の
執

着

を

廃

捨

し

よ

う

と
願

う

こ
と

で
あ

り

、

二

つ
に

は
、
真

実

心

を

も

っ
て
、

身

口
意

の

三

業

に

お

い
て

阿

弥

陀

と

そ

の
浄

土

を

讃

嘆

・
礼

拝

・
供

養

・
観

察

・

憶

念

し

、
逆

に
三

界

六

道

の
苦

悪

は
厭

い
捨

て

る

こ
と

で
あ

る
。

そ

れ

に
対

し

て

「信

巻

」

で
は
、

「自

利

真

実

と

言

う

は
」

よ
り

「軽

賎

し
厭

捨

す
」

ま

で
を

「
乃
至

」

し

て
、

「ま

た

真

実

に

二
種

あ

り
。

一

に

は
自

利

真

実

、

二

に

は
利

他

真

実

な

り

」

か

ら

「不

善

の
三

業

は
、

必

ず

真

実

心

の
中

に
捨

て
た

ま

え

る

を
須

い

よ
。

ま

た

も

し
善

の
三

業

を

起

さ
ぼ

、

必

ず

真

実

心

の
中

に
作

し

た
ま

い
し

を
須

い
て
、

内

外

明

闇

を
簡

ぼ

ず

、

み

な

真

実

を
須

い
る

が

ゆ
え

に
至

誠

心

と
名

つ

く
」

を
、

運

の
文
脈
と
し
て
読
ま
せ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
範
・
こ
の
親
鸞

の
意
図
を

『愚
禿
鈔
』
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『愚
禿
鈔
』
下
巻
で
は
、
「信
巻
」
同
様
、

「ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。

一
に
は
自

利
真
実
、
二
に
は
利
他
真
実
な
り
」

の
文
を
引
用
し
、
そ
の

後
に

「散
差
善
我
」

の
本
文
に
は
な
い

「利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二

種

あ

り
」

と

い
う

語

を
書

き

入

れ
、

続

い
て
、

一
に
は
、

「
お
お

よ
そ
施

し
た
ま
う
と

こ
ろ
趣
求

を
な
す

は
、

ま

た
み
な
真

実

な
り
」

と
。

二
に
は
、

「不
善

の
三
業
は
必
ず
真
実
心

の
中
に
捨

て
た
ま

い
し
を
須

い
よ
。

ま
た
も
し
善

の
三
業

を
起

こ
さ
ぼ
必
ず
真
実
心

の
中
に
作
し
た
ま

い
し
を
須

い
て
、
内

外
明
闇

を
簡
ぼ

ず
、
み
な
真
実

を
須

い
る
が
ゆ
え

に
、
至

誠
心
と

名
つ
く
」

と
。

」

(『
定
親
全
』

二
、

二
二
頁
)

の
文

を

引

用

し

て

い
る
。

こ
れ

に

よ

っ
て
、

「
不
善

の
三
業

」

以

下

の
文

は

「利
他

真

実

」

の
内

実

と

さ
れ

て

い
る

こ
と

が
分

か

る
。

従

来

、

「不

善

の
三

業

を

ば

、

必

ず
真

実

心

中

に
捨

つ
べ
し

」

「
必

ず

真
実
心
中

に
作
す
べ
く
」
(
3
)

と
訓
ま
れ
て
き
た
文
を
、
親
鸞

は

「信
巻
」

で

「不
善
の
三
業
は
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨

て
た
ま
え
る
を
須
い
よ
」

「必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
」
と
訓
ん
で
い
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
真
実
心
と
は
衆
生
自
身
が
発
起

す
る
心
で
は
な
く
、
如

来
の
清
浄
願
心
が
衆
生
に
現
前
す
る
と
こ
ろ
の
心

(真
実
信
心
)
で
あ

る
と
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て

「自
利
真
実
」

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
自
力
の
執
心

(努
力
意
識
)

に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
深

心
釈

「深
心
釈
」
は
、
『大
経
』
と

『観
経
』

の
三
心
の

一
異
、
お
よ
び
、

『大
経
』
と

『観
経
』
の
三
心
と

『小
経
』
の

一
心
と
の

一
異
を
問
う
自

釈
の
後
の
二
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
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の
は
、
両
者
の
引
用
に
重
複
箇
所
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
引
文
に
よ
れ
ぼ
、
『大
経
』
と

『観
経
』
の
三
心
の
一
異
を

問
う
自
釈
の
後

に
は
、
往
生
の
正
因
と
し
て
の
行
の
簡
び
が
中
心
に
論

じ
ら
れ

て
い
る
(
4
)

の
に
対
し
て
、
『大
経
』
と

『観
経
』
の
三
心
と

『小

経
』
の

一
心
と
の

一
異
を
問
う
自
釈
の
後
で
は
、
釈
迦

・
諸
仏

の
称
名

念
仏

の
勧

め
が
中

心

に
位

置

づ

け
ら

れ

て

い
る
。
(
5
)

こ

の
こ
と

は
、

「就

人

立
信

」

の
文

は
後

者

に
、

「就

行

立

信

」

の
文

は
前

者

に

完

全

に

分

け

て
引

用

さ

れ

て

い

る

こ
と

か

ら

も
窺

う

こ
と

が

で
き

よ
う

。

こ

の
引

用

の
相

違

か
ら

、

『
大

経

』

と

『
観

経

』

の
三
心

の

一
異

を

問

う

箇

所

で
は
、

自

力

を

頼

み

と

し

て
修

行

す

る

こ
と

の
問

題

性

が
、

『
大

経

』

と

『
観

経

』

の
三

心

と

『
小
経

』

の

一
心

と

の

一
異

を
問

う

箇

所

で
は

、
信

仰

の
根

拠

を

他

者

に
委

ね

る

こ
と

の
問

題

性

が

、

そ

れ

ぞ

れ

問

わ

れ

て

い

る

の

で
は
な

い
だ

ろ

う

か
。

三

、

回

向

発

願

心

釈

三
に

は
回
向

発
願
心
。
回
向

発
願
心
と
言
う
は
、
過
去

お
よ
び
今

生

の
身

口
意
業

に
修
す

る
所

の
世

・
出

世

の
善
根

、
お
よ
び
他

の

一
切

の
凡
聖

の
身

口
意

業

に
修
す

る
所

の
世

・
出

世

の
善
根

を
随
喜
し

て
、

こ
の
自
他

所
修

の

善
根

を

も

っ
て
、

こ
と
ご

と
く

み
な
真

実

の
深
信

の
心

の
中

に
回
向

し

て
、

彼

の
国
に
生
ま

れ
ん
と
願
ず
。

か
る
が
ゆ
え
に
回
向
発
願
心
と
名

つ
く

る
な

り
、

と
。

(『定
親
全

』

一
、
二
八

二
頁
)

右

は

「化

身

土

巻

」

の
引

文

で
あ

る
。

こ

こ

で
は

、

回
向

発

願

心

と

「化
身
土
巻
」

に
お
け
る
信
仰
批
判

の
課
題

(伊

東
)

は
衆
生
の
身
口
意

の
三
業
に
お
い
て
修
め
た
善
根
を
も
っ
て
、
阿
弥
陀

の
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
こ
と
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
自
力
の
善
根
を
積
ん
で
、
そ
れ
を
差

し
向
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
う
、
行
者

の
努

力
意
識

(自
力
執
心
)
と

し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

「信
巻
」
で
は
こ
の
部
分
は

「乃
至
」
さ
れ
、
「ま
た
回
向
発
願
し
て

生
ず
る
者
は
、
必
ず
決
定
し
て
真
実
心
の
中
に
回
向
し
た
ま
え
る
願
を

須

い
て
得
生

の
想
を
な
せ
」
以
降

の
文
が
引
用
さ
れ
る
。
(
6
)

こ
こ
で
も

「至
誠
心
釈
」
の
引
用
同
様
、

一
般
的
に

「必
ず
須
く
決
定
真
実
心
中

に
回
向
し
願
じ
て
得
生

の
想
を
作
す
べ
し
」
(
7
)

と
訓
ま
れ
て
き
た
の
を
、

「必
ず
決
定
し
て
真
実
心
の
中
に
回
向
し
た
ま

え
る
願
を
須

い
て
」
と

訓
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
向
の
主
体
を
阿
弥
陀

に
転
換
し
て
、
〈阿
弥
陀

如
来
が
真
実
心
の
中
に
回
向
さ
れ
た
本
願
を
も
ち
い
る
こ
と
に
よ

っ
て

往
生
せ
よ
〉
と
了
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
往

生
の
根
拠
が
、
衆
生
の

努
力
や
強
固
な
信
念
な
ど
で
は
な
く
、
如
来
よ
り
回
向
さ
れ
た
発
願
心

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
破
壊
さ
れ
た
り
退
転
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
と

言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
自
力
を
も

っ
て
浄

土

へ
の
往
生
を
願
う
こ

と
の
虚
実
性
が
明
白
に
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
願
文

の
第
十
八

・
第
十
九

・
第
二
十
願
は
、
我
々
衆
生
に

「十
方

衆
生
よ
」
と
喚
び
か
け
、
衆
生
の
救
済
を
願
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

2
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の
衆

生

に

は
、

自

身

の
力

を

頼

む

心

(自

力
執
心
)

が
潜

ん

で

い
た

の

で
あ

る
。

「化

身

土

巻

」

引

用

の

『
観

経

疏

』

「散

善

義

」

の
文

は
、

こ

の
よ

う

な

自

己

の
信

仰

心

の
不

純

粋

性

を

徹

底

し

て

教

示

し

て

い

る

の

で

あ

る
。【凡

例
】

一
.
引
用
文
中

の
漢
字

は
現
行

の
通
行
体

に
改

め
、
書
き
下
し
た
。

二
.
出
典

の
略
記

は
以
下

の
通

り
で
あ
る
。

『定
親
全
』
―

『
定
本
親
鸞

聖
人
全
集
』

(法
蔵
館
)

1

『定
親
全
』

一
、

一
〇
三
頁
参
照

2

同
右
、

二
、

二
二
頁

3

『
浄
土
宗
全
書
』
二
、
五
六
頁

4『定
親
全
』

一
、
二
八

一
・
二
八

二
頁
参
照

5

同
右
、
二
九
八

・
二
九
九
頁
参
照

6同
右
、

一
〇
六

・
一
〇
七
頁
参
照

7

『
浄
土
宗
全
書

』
二
、
五
九
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

親
鸞

、
化

身
土
巻
、
散
善
義
、
信
仰
批
判

(親
鸞

仏
教

セ
ン
タ
ー
研
究
員
)

2
0
4



Journal of Indian and Buddhist Studies Vol. 54, No.3, March 2006 (145 )

states: 

The person who lives true shinjin, however, abides in the stage of the truly settled, 

 for he has already been grasped, never to be abandoned. There is no need to wait 

 in anticipation for the moment of death, no need to rely on Amida's coming. At the 

 time shinjin becomes settled, birth too becomes settled (Letters of Shinran, Hon-

gwanji International Center, 1978: 20) 

Shinran emphasizes that there is no need to rely on Amida's coming at the 

moment of death. In this passage we can find that Shinran made clear the 

truth of salvation in the present life. This change of salvation's time•\from 

the moment of death to the present life•\is Shinran's idea of the change of 

time. 

39. The Criticism of Faith in the Chapter on the Transformed Buddha-Bodi-

es and Lands: With reference to the Chapter of Non-Meditative Practice in 

the Commentary on the Contemplation Sutra 

Eshin ITo 

This essay intends to discuss the subject of the criticism of faith through 

Shan-tao's treatment in the "Chapter of Non-meditative Practice" which 

Shinran quoted in the "Chapter of the Transformed Buddha-Bodies and 

Lands" of the Kyogyoshinsho. Hereby, I want to investigate the characteristic 

or the difference of faith of all creatures that Shinran clarified in the "Chap-

ter of the Transformed Buddha-Bodies and Lands." 

40. On Compassion in the Fourth Passage of the Tannisho 

Toshiaki MIHARU 

The Japanese phrase, Kono jihi shijunashi in the fourth passage of the 

Tannisho, has been understood to mean that our compassion is not through-

going. But in my opinion it means that it is endless. Tannisho collects Shin-

ran's sayings. By reading this book, we understand that Shinran is a man of 

compassion.
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